
 

 

身近な土木を描いてみよう！  
～土木に対する正しい認識を子供たちに伝える企画～  

 
広島大学 正会員 ○日比野忠史，駒井克昭  

広島環境サポーターネットワーク 賛助会員 中村弘治  

1. はじめに  

土木のイメージが現実とかけ離れたところにあるように感じている．本来，土木工学は人々の暮らし

に密着した学問であり，公共インフラ整備や公共事業による資本整備を行うことによって産業の発展や

生活の質（衛生，防災，利便性）の向上に寄与してきた．しかし，近年メディアによって発信されてい

る土木の情報においては，よい印象を与えるものは少ない．さらに，生活，財産を守るための事業は数

10 年単位で起こる災害を対象にしており，日常の生活では感じることのできないものであるが，防災

に対する認識も深くない．一般的には土木に対するイメージは悪化している，あるいは無関心であるの

が筆者らの認識である．   
土木に対する正しい認識を子供たちに伝えることを目的として，2008 年度から絵画コンクール「身

近な土木を描いてみよう！」を企画し，昨年度，第 2 回の絵画コンクールを実施した．2 回の絵画コン

クールにおいて確かな手応えを得ることができた．本報告は絵画コンクールの目的，企画，運営等につ

いてまとめ，今後，絵画コンクール等の土木に対する正しい認識を子供たちに伝えるための企画を行う

ための資料として記述するものである．  

２ . 絵画コンクールの企画  

2008 年度中国支部発表会では，広く一般市民への参加を募ることを目的とした市民フォーラム（フ

ォーラムの一環として図画コンクールを実施）が実施された．市民に街づくりにおける土木の役割につ

いて考える機会として「太田川について考えるフォーラム」を，親子で土木について考える機会を持っ

てもらうために，図画コンクール「身近な土木を描いてみよう！」を企画した．  
市民フォーラムは，土木学会が主催し，広島大学，広島

環境サポーターネットワーク，国土交通省中国整備局が共

催で行われた．また，後援は広島県教育委員会（生涯学習

課），広島市教育委員会（市民局生涯学習課），中国新聞に

依頼した．共催をお願いした広島環境サポーターネットワ

ークは環境問題についての啓発を目的とした広島市環境

サポーター養成講座を修了した人々によって，1995 年に

創 立 さ れ た ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 で あ る （ 細 部 は HP 
http://hiroshimakankyonet.com/profile/profile.html を参照）．

なお，第 2 回絵画コンクールの実施にあたっては広島環境

サポーターネットワークに募集依頼・収集・審査・展示・

返却まで委託しており，主たる事業は広島環境サポーター

ネットワークによって行われている．  

３．絵画コンクールの実施要領  

絵画コンクールは次世代を担う子どもたちに身近な土

木を描くことにより，普段生活している場所，何気なく見

ているものが土木技術に支えられていることを認識して

絵を描いてもらい，土木（環境）に親しんでもらうきっか

けを子供たちに提供することを目的とした．実施に当たっ 図１  市民フォーラムのチラシ  



 

 

ては著者らが中心となって，諸団体との調整を

行った．広島県と広島市の教育委員会に後援を

依頼したのは小・中学校に絵画の作成依頼をス

ムーズに行うためである．  
チラシの配布や作品の作成を小・中学校へ依

頼する場合，教育委員会が後援することが望ま

しい．ただし，教育委員会の後援があっても教

育委員会を通じて絵画の作成依頼が小･中学校

にされるわけではない． 

 
(a) 第 1 回チラシ  

 
(b) 第 2 回チラシ  

図 2 図画コンクールのチラシ  

 

 

図 3 親子で「身近な土木」を理解するための HP 



 

 

(1) 絵画コンクールを周知させるために 

絵画コンクールの周知するために主に

図 2 に示したチラシを作成した．第 1 回

の絵画コンクールではフォーラムのチラ

シの裏に印刷し，フォーラムと絵画コン

クールの両方を知らせることにした．第

1 回では 5000 枚，第 2 回では 4000 枚の

チラシを作成し，第 1 回，2 回とも環境

サポーターに 3000 枚の配布を依頼した．

環境サポーターネットワークはボランテ

ィアで小学生に対し，特別授業を行って

おり，そのネットワークによって小学校

にチラシを配布した．この

結果，第 1 回では 220 枚，

第 2 回では 350 枚の絵画が

応募された．そのほとんど

は環境サポーターネット

ワークによって集められ

た．絵画の募集はチラシの

配布のみでは難しく，中国

支部として配布したチラ

シによっては 10 枚程度の

応募であった．  
チラシは小・中学生を対

象としたものではあるが，

あえて簡単な内容にしていない．チラシは小学校で配布し，家

庭で親と相談してもらうこと，すなわち，親子で土木とは何か？

何を描けばよいのか？を親子で相談してもらうために親の世代

が理解し，説明できる（し易い）ことを目的として作成した．  
(2) 土木を知ってもらうために（何を書けばいいのか） 

「身近な土木」を理解してもらうため，図 3 に示す説明資料「身近な土木（どぼく）って何を書けば

いいのかな？」を作成し，支部 HP に掲載した．HP では便利な生活，安全な生活，自然の保全をわか

りやすい構造物の絵，写真を使い，親子で会話するための資料となる内容になることを心がけた．  
(3) 必要経費 

第 2 回絵画コンクールでは，印刷費（チラシ・チラシデザイン代・優秀作品カレンダー），事務費（郵

送料・手数料・コピー代・文具代），賞品費（参加者全員×鉛筆 2 本），企画費（会議費 6 回・作品収集

代），雑費（事務委託・展示に関するアルバイト代）で合計約 520,000 円の経費が必要であった．第 1
回絵画コンクールでは主な実務は広島大学で行ったが約 510,000 円を要した．なお，一般的に行われる

絵画コンクールでは絵の返却や参加者全員への参加賞の配布が行われないが，本絵画コンクールでは参

加者全員に対して作品の返却，参加賞の送付を行った．  
(4) 優秀作品の決定と作品の展示・表彰 

 全作品の中からカレンダーの表紙となる最優秀作品 1 点，各月の絵となる優秀作品 12 点，および佳

作 50 点の計 63 作品の入選作を選考委員 5 名（広島大学，環境サポーターネットワーク）で選んだ．入

選作品は約 1 週間，広島市まちづくり市民交流プラザにおいて展示した（写真 1）．さらに，優秀作品

を用いた写真 2 に示すカレンダーを作成し，副賞として優秀作品作成者に表彰式で進呈した．第 1 回絵

写真 1 佳作の展示状況（広島市まちづくり市民交流プラザ）

 

写真 2-2 優秀作品カレンダー 

（第 2 回 土木の日も印刷した） 

写真 2-1 優秀者の絵を集めて作成した  
カレンダー（第 1 回） 



 

 

画コンクールでは市民フォーラムにおいて（図 1），第 2 回絵画コンクールでは土木ふれあいフェスタ

in 広島において表彰式が行われた．図 4 は第 1 回表彰式での紹介スライド，写真 3 は第 2 回表彰式で

の作品展示と表彰式の様子を示している．表彰式には体調不良の子供を除いて全員が親子で参加する等，

表彰式に参加する希望があり，著者らが考える以上に表彰式は参加者にとって有意義なものであること

がわかった．また，副賞に作成したカレンダーは，さらに購入したいとの家族からの要望等があった．

このため，第 1 回では 10 部のカレンダーを副賞としたが，第 2 回では 20 部とし，第 1 回に副賞とした

図書券は第 2 回では廃止した．また，表彰式を土木フェスタの中で行うことで土木展示に興味が持たれ

る等の二次的効果もあり，表彰式は様々な効果を考慮して実施することが必要である．  

４．おわりに  

道路，橋，ダム，護岸，野球場，雁木等の土木構造物，工事風景，自然環境・景観等の土木に関する

広範な対象をテーマとした作品が応募された．作品からは土木を表す風景がコンクールを通して理解さ

れていることが伺えた．作品のテーマから子供たちに土木の絵を描いて貰う効果は大きいと言える．た

だし，具体的な効果は数年先に出てくるものであり，今後とも継続して実施していくことが必要である． 

将来に向けて，土木に係る一人一人が真剣に，自

然・環境と産業との問題に取り組んでいる．このこ

とを知らせるために絵画コンクールを少なくとも

第 10 回までは継続し，子供たちに「土木」の正し

い認識を伝え，多くの子供たちが将来，土木に関す

る仕事に携わっていただければ，絵画コンクールを

実施していく喜びが得られるであろう．  
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絵画コンクールのために多大なるご尽力をいただ

きました．ここに記して謝意を表します．  

 

写真１  第 2 回絵画コンクール表彰式の様子  

図 4 第 1 回表彰式での案内スライド 


